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令
和
四
年

気
象
神
社
例
大
祭(

気
象
祭)

斎
行

晴天の下、気象神社御祭神の八意思兼命様に感謝の気持ちをご奉告しました

６
月
１
日(

水)

気
象
神
社
例
大
祭(

気
象
祭)

を
斎
行
し
ま

し
た
。
毎
年
６
月
１
日
は
気
象
庁
に
よ
っ
て
「
気
象
記
念

日
」
と
定
め
ら
れ
て
ま
す
。
一
八
七
五
年(

明
治
８
年)

６
月

１
日
に
東
京
赤
坂
葵
町
に
日
本
初
の
気
象
台
で
あ
る
東
京
気

象
台(

現
在
の
気
象
庁)

が
設
置
さ
れ
、
東
京
で
気
象
と
地
震

観
測
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
「
気
象
記
念
日
」
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

高
円
寺
氷
川
神
社
の
末
社
の
気
象
神
社
で
は
毎
年
こ
の

「
気
象
記
念
日
」
に
合
わ
せ
て
例
大
祭(

気
象
祭)

を
斎
行
し

て
お
り
ま
す
。
御
祭
神
で
あ
る
八
意
思
兼
命(

や
ご
こ
ろ
お

も
い
か
ね
の
み
こ
と)

様
に
神
恩
感
謝
の
心
を
ご
奉
告
す
る

大
切
な
神
事
で
す
。

コ
ロ
ナ
も
少
し
ず
つ
終
息
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ま
だ
感
染
者
数
も
下
が
り
切
ら
な
い
状
況
で
す

の
で
、
今
年
も
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
に
、

氏
子
総
代
、
氏
子
青
年
会
、
そ
の
他
関
係
者
に
御
参
列
戴
き
、

神
事
の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。
可
能
な
限
り
規
模
を
縮
小
し

て
、
感
染
対
策
を
講
じ
て
の
神
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
協
力
も
賜
り
、
無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご参加された氏子総代や神社関係者の皆様
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富士山を背にした広大なレース場

※今年から人型の色は
白のみとなります

気
象
祭
奉
納
者
芳
名

気 象 祭 の 様 子

６
月
３
０
日(

水)

１
５
時
よ
り
氷
川
神
社
に

て
夏
越(

な
ご
し)

の
大
祓
の
神
事
を
執
り
行
い

ま
す
。

大
祓
と
は
人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯

し
た
諸
々
の
罪
や
過
ち
、
心
身
の
穢
れ
を
祓
い

清
め
る
も
の
で
す
。
大
祓
の
「
大
」
は
「
公
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
個
人
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
日
本
国
中
の
穢
れ
を
払
う
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

大
祓
に
は
「
夏
越
の
大
祓(

な
ご
し
の
お
お
は

ら
え)

と
「
年
越
の
大
祓(

と
し
こ
し
の
お
お
は

ら
え)

」
が
あ
り
ま
す
。
夏
越
の
大
祓
は
毎
年
六

月
に
、
年
越
の
大
祓
は
毎
年
十
二
月
に
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
例
年
は
氏
子
総
代
、
神
社
関
係
者
、

氏
子
地
域
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
に
お
越
し
戴

い
て
ま
す
。
今
年
も
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
た
め
、
消
毒
を
施
し
、
茅
の
輪
く
ぐ
り

の
行
列
に
間
隔
を
空
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
の
斎
行
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

～大祓にご参加
できない方へ～

～夏越の大祓～

人形(ひとがた)を社務所にて配布し
ております。大祓当日(正午まで受
付)にお持ち戴ければ、大祓の神事で
御祈念を申し上げます。
人形に「住所・氏名・年齢(数え
歳)・生年月日」をご記入した後、人
形で身体を撫でて息を吹きかけてか
ら神社にお持ちください。

人
形
を
神
社
で

配
布
し
て
ま
す

気
象
祭
記
念

コ
ー
ス
タ
ー
の
頒
布

社務所で配布しておりますのでお求
めください。

氏
子
総
代
責
任
役
員

渡
辺
忠
司

氏
子
総
代
責
任
役
員

大
河
原
章
雄

氏
子
総
代
責
任
役
員

大
河
原
和
雄

氏
子
総
代

三
上
忠
彦

氏
子
総
代

小
泉
好
一

ノ
グ
チ
不
動
産

野
口
憲
一

神
幸
祭
委
員
長

由
井
営
太
郎

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会

高
円
寺
パ
ル
商
店
街
振
興
組
合

高
円
寺
パ
ル
商
盛
会

高
円
寺
南
中
央
通
り
商
店
会

高
円
寺
南
氷
川
町
会

財
団
法
人

日
本
気
象
協
会

東
京
高
円
寺
大
道
芸
振
興
協
会

氷
川
神
社

氏
子
青
年
会

さ
ぬ
き
や

近
藤
康
浩

野
口
英
次

夢
☆
カ
フ
ェ

中
島
俊
夫

内
山
真
李

(

順
不
同)

責任役員の渡辺忠司さんによる
乾杯の挨拶
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松井宮司の就任お祝い会にて(平成３０年４月)
村田さんに司会進行をして戴きました

富士山を背にした広大なレース場

村
田
光
紘
様
の
責
任
役
員
退
任
に

伴
い
、
後
任
選
定
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
ご
縁
あ
り
田
中
寬(

た
な
か

ゆ
た
か)

様
に
就
任
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
ご
快
諾
を
戴
き
ま
し
た
。

田
中
様
は
氏
子
地
域
の
高
円
寺
北

３
丁
目
に
お
住
ま
い
で
ご
自
宅
敷
地

内
に
は
稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、

毎
年
２
月
の
初
午
祭
で
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

氷
川
神
社
の
氏
子
総
代
責
任

役
員
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
て

戴
い
た
村
田
光
紘(

む
ら
た

み
つ

ひ
ろ)

様
が
令
和
４
年
４
月
１
４

日(

木)

に
ご
病
気
の
た
め
、
享
年

７
８
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

村
田
様
は
昭
和
１
８
年
神
奈

川
県
大
和
市
生
ま
れ
で
、
慶
應

義
塾
大
学
を
卒
業
後
、
昭
和
４

２
年
に
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
に
入
社
、
平
成
１
５
年
に
退

社
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
氷

川
神
社
の
氏
子
総
代
責
任
役
員

に
就
任
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
、

神
社
の
運
営
に
も
多
大
な
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
。

底
抜
け
に
明
る
く
社
交
的
な

方
で
、
総
代
会
や
神
社
各
行
事

の
直
会(

な
お
ら
い)

で
は
積
極
的

に
場
を
盛
り
上
げ
て
戴
き
ま
し

た
。
令
和
元
年
、
氷
川
神
社
本

社
神
輿
が
誕
生
し
た
際
の
お
披

露
目
会
で
も
ご
挨
拶
を
賜
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か

ら
は
、
神
社
の
行
事
も
軒
並
み

中
止
と
な
り
、
飲
食
の
場
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
総
代

の
皆
様
と
も
な
か
な
か
お
会
い

で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
こ
と

が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
故
人
の
多
大

な
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
報

村田 光紘 様 (氷川神社氏子総代・責任役員)

乾杯のご発声は毎回村田さんに
お願いしていました

七
福
神
旅
行(

平
成
３
１
年
２
月)

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
に
て

最
前
列
右
か
ら
３
人
目
が
村
田
さ
ん

神幸祭にて(令和元年８月)
一番左が村田さん

本社神輿お披露目会にて(令和元年８月)
最前列右から４人目が村田さん

神幸祭にて(令和元年８月)
最前列左から３人目が村田さん 本

社
神
輿
お
披
露
目
会(

令
和
元
年
８
月)

開
会
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
る
村
田
さ
ん

氷川神社氏子総代会 (令和４年６月１日付)

責任役員 渡辺 忠司 責任役員 大河原 章雄
責任役員 大河原 和雄 責任役員 田中 寬

髙田 芳作 (北一丁目町会) 村中 丈祐 (北一丁目町会)
槻木 克美 (北二丁目町会) 菅原 盛男 (北二丁目町会)
山岸 正博 (北中央自治会) 高橋 捷泰 (北中央自治会)
浅井 俊昭 (北庚申文化会) 戸塚 康司 (北庚申文化会)
藤森 邦子 (中通り町会) 小泉 好一 (中通り町会)
小林 政徳 (南五丁目町会) 三上忠彦 (南五丁目町会)
山田 哲夫 (南中央町会) 小暮 幸一 (南中央町会)
高山 康雄 (南氷川町会) 西川 正雄 (南氷川町会)
布澤 好子 (パル商盛会) 河原 一 (パル商盛会)
中里 勝 (緑ヶ丘町会) 杉山 幸一 (緑ヶ丘町会)



ひ
か
わ
１
９
５
号
を
お
送
り

し
ま
し
た
。
今
年
は
太
平
洋
高

気
圧
が
優
勢
と
な
っ
て
お
り
、

梅
雨
前
線
を
北
に
押
し
上
げ
て

い
る
た
め
、
梅
雨
入
り
と
梅
雨

明
け
は
例
年
よ
り
早
い
見
込
み

で
、
暑
い
夏
と
な
る
よ
う
で
す
。

今
年
も
気
象
祭
を
無
事
に
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
少
し
で
も
穏
や
か

な
気
候
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

ま
し
た
。
次
の
行
事
は
夏
越
の

大
祓
と
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り

準
備
を
し
て
参
拝
者
を
迎
え
入

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

今
月
の
御
朱
印

【氷川神社】
・月の三つ巴
・唐獅子牡丹と雨の夜のハンコ

【気象神社】
・今月の天気のハンコは気象祭をイ
メージした空模様となってます

・牡丹に蝶と紫陽花のハンコ

※公式サイトに過去の御朱印を掲載して
ますので、ご覧ください。

令和４年６月の御朱印

🌸

お
知
ら
せ

🌸

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

◆
「
あ
さ
イ
チ
！
」
に

気
象
神
社
が
登
場
し
ま
し
た

５
月
２
６
日(

木)

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
あ
さ
イ

チ
！(

８
時
１
５
分)

」
で
気
象
神
社
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
番
組
で
は
６
月
１
日
が

日
本
で
初
め
て
天
気
予
報
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
か
ら
気
象
記
念
日
に
な
っ
た
経
緯
や

そ
の
日
に
気
象
神
社
で
例
大
祭
が
執
り
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

４
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氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
為
、
マ
ス

ク
着
用
、
適
切
な
間
隔
の
確
保
、
消
毒

や
換
気
を
徹
底
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
４
７
号(

２
０
１
８
年
７
月
号)

か
ら

現
在
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去

の
社
報
を
お
求
め
に
な
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象
と
な
り
ま
す)

◆
「
１
０
０
カ
メ
」
に

気
象
神
社
が
登
場
予
定

６
月
１
４
日(

火)
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
１
０
０

カ
メ(

２
３
時
０
０
分
～
２
３
時
２
９

分)

」
に
気
象
神
社
が
登
場
予
定
で
す
。

お
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

放
送
予
定
日
や
放
送
内
容
が
変
更
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す

高南宝扇会の皆様
に境内の花植えを
して戴きました

今から１４７年前の明治８年６月１日、
明治政府の内務省地理寮地課が東京気象
台を設置し、気象と地震の観測を開始し
ました。これを記念して、昭和１７年に
当時の中央気象台が６月１日を「気象記
念日」と制定しました。

日本で最初に発表された天気予報文

LINEアカウント


